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住宅団地再生に向けた
近鉄グループの取り組み

January 23. 2018
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■ 中核会社 近鉄グループホールディングス株式会社

■ 設立年月日 昭和19年6月1日
（前身の奈良軌道株式会社は､明治43年9月16日設立）

■ グループ会社 143社

■ 主要なグループ事業
(1) 運輸業（鉄軌道事業・旅客自動車運送業）

(2) 不動産業
(3) 流通業（百貨店業･ストア業･飲食店業）

(4) ホテル・レジャー業
（ホテル業･旅館業･旅行業･映画館業･テーマパーク業）

(5) その他（一般放送業･電気通信業）

■ 資本金 126,476百万円

■ 連結売上高 1,204,867百万円（平成29年3月期）

グループの概要

セグメント情報
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運輸業 不動産業 流通業
ホテル・

レジャー業
その他

近鉄グループホールディングス

1%

18%

12%

31%

38%

売上高

1,204,867百万円
(平成29年3月期)

3%

48%

26%

8%

15%

• 近畿日本鉄道
• 近鉄ｴｸｽﾌﾟﾚｽ
• 近畿車輛

• 近鉄不動産 • 近鉄都･ﾎﾃﾙｽﾞ
• 近畿日本ﾂｰﾘｽﾄ
• ｸﾗﾌﾞﾂｰﾘｽﾞﾑ

• 近鉄百貨店
• 近商ストア
• 近鉄ﾘﾃｰﾘﾝｸﾞ

• 近鉄ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ
• 近鉄情報ｼｽﾃﾑ
• 近鉄保険ｻｰﾋﾞｽ

営業利益

64,828百万円
(平成29年3月期)

ヒト・モノ・カネ・情報
の一元化

近鉄沿線
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大阪難波

吉野

名古屋

伊勢

志摩

奈良

京都

あべの



奈良線沿線での住宅地開発
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木津川台

生駒白庭台

登美ケ丘

西白庭台
ｶﾞｰﾃﾞﾝﾋﾙｽﾞ

生駒台

北大和

松陽台

東生駒

萩の台 南山手台

百楽園
学園前 あやめ池

富雄南帝塚山

真弓

奈良線

･････500戸以上の
分譲住宅地

･････500戸未満の
分譲住宅地

･････現在開発中/
今後開発予定

富雄
ｶﾞｰﾃﾞﾝﾋﾙｽﾞ

至大阪難波

至京都

至吉野

近鉄奈良

大和西大寺

北生駒

登美ヶ丘

大渕

菊見台

生活応援事業の概要
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サービス提供会社

④サービス
提供

お 客 さ ま

②申込み･問合せ

③取り次ぎ ①情報発信

コールセンター

サービスカウンター

ホーム
ページ

番組
ｶﾞｲﾄﾞ誌

ＣＡＴＶ
番組

各種
チラシ

総合
ﾘｰﾌﾚｯﾄ

■名 称 近鉄「楽･元気」生活事業 （通称：楽元気）
■目 的 地域の皆さまに楽しく元気な暮らしをご提案し､人にやさしい 街づく

りを推進していく
■開 始 平成19年7月1日
■特 徴 ○ 通話料無料で365日年中無休のコールセン

ターを設置
○ 近鉄グループが有する生活関連情報の提供
○ 新たな生活関連サービスを開発･提供

新たな生活関連サービス
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【楽タクサービス】
■お客さまからのご意見

買い物後に重たい荷物を持ち帰るのが大変
■サービス内容

スーパーで5,000円以上のお買い物した人に対し
て､タクシー初乗りチケットを半額で販売
タクシードライバーがお買い物の荷物を玄関口
まで運搬

【子育てタクシーサービス】
■お客さまからのご意見

・女性ひとりでは､タクシーに乗るのが怖い
・小さな子供を連れてタクシーに乗る場合､気を

遣う
■サービス内容

グループのタクシー会社が､｢全国子育てタク
シー協会｣に加盟
子育ての講習や実習を修了したドライバーが､お
子さま連れのお母さんや子どもさんだけの外出
をサポート

｢地域限定･住み替えサイクル構想｣の立案
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【２０～３０代】
働き盛り、子育て世代①

＜駅前賃貸住宅＞

【３０～４０代】
働き盛り、子育て世代②

＜分譲住宅、分譲マンション＞

【５０～６０代】
シニア①

＜分譲住宅、分譲マンション＞

【７０～８０代】
シニア②

＜老人ホーム、駅前賃貸住宅＞

住み替え

定 住

住み替え

住み替え

住まいの
活用

生活応援事業の推進

既存住宅･リフォーム市場活性化事業への対応

近鉄沿線内の地域ごとに
サイクルを確立



住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業 ①

【地方自治体との連携･協力】

■生駒市と｢まちづくりに関する協定｣を締結

【インスペクションの推進】

<啓蒙>

■インスペクションの必要性や概要等を解説した動画を

制作し､デジタルサイネージやＣＡＴＶ等で放映

■積極的なチラシのポスティング

■駅構内での看板設置

<受付>

■通話料無料で365日年中無休のコールセンターでのワ

ンストップ受付体制を確立

<体制>

■社内のインスペクター（有資格者）を１２人から３０

人へ増員
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コールセン
ターへの

お申し込み

近鉄不動産
スタッフによ
る事前打合せ

インスペク
ターによるイ
ンスペクショ

ン

近鉄不動産
スタッフによ
る結果報告

電 話 訪 問 報 告診 断

住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業 ②

10

【子育て世代を対象にした住み替えバスツアーの実施】
■当社と生駒市との共同開催

■それぞれの役割分担は､以下のとおり

■応募者多数により､８ヶ月間で計３回開催

第１回目 平成２８年 ３月１５日(日) 参加者：２０名

第２回目 平成２８年 ８月３０日(日) 参加者：４６名

第３回目 平成２８年１１月 ８日(日) 参加者：３７名

近 鉄 生 駒 市

担当分野 住まい(住み替え)に関すること 暮らし(子育て)に関すること

情報発信 関西圏全域への告知･ＰＲ 生駒市内での告知・ＰＲ

すむ･奈良･ほっかつ！～移住プロジェクト～
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■対象地域

奈良県北葛城郡４町（上牧・王寺・広陵・河合）

■事業概要

４町共同で､大阪などの都市圏から北葛城郡内への

移住･定住を促進する

■主な活動

○インスペクションの推進

○リージョンプロモーションの実施

○魅力体感ツアーイベントの開催 など

■主な成果

○インスペクション実施件数 １８９件

○大阪でのＰＲイベント参加者 約１,０００名

○魅力体感ツアーイベント参加者 ３６名

○本年9月21日､近鉄不動産と広陵町とによる｢移

住及び定住の促進並びに空き家対策に係る連携

協力に関する協定｣を締結

住宅ﾘﾌｫｰﾑ市場の環境整備を図る調査研究事業

■実施主体

近鉄不動産

奈良県不動産鑑定士協会

南都銀行

■調査研究概要

専門機関がそれぞれの役割

に応じて相互連携しながら､

一体的､一元的に｢既存住宅

流通促進｣や｢住宅リフォー

ム事業の環境整備｣につなげ

ていくための新たなスキー

ムを検討
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相互連携

一体的かつ一元的なサービスの提供



住宅ストック維持･向上促進事業
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住
宅
の
維
持
保
全･

性
能
向
上

住
宅
の
資
産
価
値
の

適
正
評
価

金
融･

流
通
商
品
の

開
発

２８年度 ２９年度

「価値向上システム」の
制度設計

「リフォーム積立金サービス」の
開発

「リフォーム積立金サービス」の
販売開始

評価価値を高める
リフォーム手法の研究

「住宅ファイル制度」の検証

住宅履歴登録制度の導入

｢リバースモゲージ型住宅ローン｣
の開発

｢リバースモゲージ型住宅ローン｣
の販売開始

｢買取保証｣や｢借上保証｣
の検討

「価値向上システム」の
商品化の検討

新たな取り組み -その１-

｢住まいと暮らしのぷらっとHOME｣の開設
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■開 業 平成27年9月5日

■コンセプト 既存住宅の流通促進に向けて､住宅の売買や

リフォームに関する情報､暮らしにまつわる

情報をワンストップで提供する複合型店舗

■特 徴 ・当社初のオーダーリフォームコーナー

を設置

・セミナールームで生活サービス情報等を

提供

・駅ホームからアクセスできる近鉄グルー

プ情報コーナーを開設
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（実際のアプリ画面）

（購入時の様子）

新たな取り組み -その２-

仮想地域通貨｢近鉄ﾊﾙｶｽｺｲﾝ｣の社会実験①
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１．目 的 ・最新のテクノロジーであるブロックチェーンを使用

した仮想地域通貨システムの技術的な検証

・スマートフォン・ＱＲコードを使用した仕組みにつ

いてのお客様、店員における運用課題の抽出

２．名 称 「近鉄ハルカスコイン」

３．実施期間 平成２９年９月１日（金）～同年１０月１日（日）

４．実験参加者 ＫＩＰＳ会員の中から抽選で５,０００人

５．実験店舗 「あべのハルカス」 約２００店舗

・近鉄百貨店あべのハルカス近鉄本店

・ハルカス３００（展望台）（入場券、店舗）

・あべのハルカス美術館（入場券）

６．通貨発行 現金５,０００円で１０,０００コインを発行

（１コイン＝１円相当）

新たな取り組み -その２-

仮想地域通貨｢近鉄ﾊﾙｶｽｺｲﾝ｣の社会実験②



実験参加者 実験参加店舗

Kipsが保有する｢会員(160万人)｣と｢加盟店｣のインフラを活用＝“リアルの強み”

ブロックチェーンを活用した
仮想地域通貨システム

Kips会員
（5,000人）

公募

三菱総合研究所

近鉄百貨店
あべのﾊﾙｶｽ
近鉄本店ほか
（約200店）

近鉄ＧＨＤが
｢近鉄ハルカスコ

イン｣を発行

近鉄グループＨＤ <ＮＴＴドコモ>
端末・通信ネットワー
クの提供
<三菱東京ＵＦＪ銀行>
将来の金融サービス
の検討

＜実施主体＞ 近鉄グループホールディングス、三菱総合研究所
＜協力会社＞ ＮＴＴドコモ、三菱東京ＵＦＪ銀行
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新たな取り組み -その２-

仮想地域通貨｢近鉄ﾊﾙｶｽｺｲﾝ｣の社会実験③
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新たな取り組み -その２-

仮想地域通貨｢近鉄ﾊﾙｶｽｺｲﾝ｣の社会実験④
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・地方自治体
・地元住民
・商店街

将来的には､特定の住宅団地のみで使用できるコインを発行することで､
団地内での経済活動やコミュニティ活動の活性化に役立てる

都市

新たな取り組み -その２-

仮想地域通貨｢近鉄ﾊﾙｶｽｺｲﾝ｣の社会実験⑦ これまでの取り組みのまとめ

2020

暮らし関係 住まい関係

生活サービスの企画･開発
（｢近鉄”楽･元気”生活｣事業）

インスペクションの啓蒙･普及

ｾﾐﾅｰ開催による生活情報等の提供
（｢近鉄”楽･元気”生活｣事業）

｢地域限定･住み替えサイクル｣の推進
ワンストップ窓口の開設

（｢近鉄”楽･元気”生活｣事業）

リフォームの推進

仮想地域通貨事業の展開

各取り組みをさらに深化 ⇒ 沿線住宅団地を再生

住まいと暮らしのぷらっとHOMEの開設

住み替え促進のための
新たな仕組みと金融商品の開発



住宅団地再生のポイント
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①｢暮らし｣と｢住まい｣の両面からのアプローチ

②地方自治体と民間事業体との緊密な連携協力


